
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
募
金
に

　

 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

　

 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

池

　峰
（
５
月
８
日
）

　
　本

　さ
と
よ

　さ
ん

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

河
合
町
（
４
月
３
日
）

久

　保

　博

　臣

　さ
ん

　「奈良・下北山むらコトアカデミー」は、
首都圏在住で、下北山村の地域づくりに
関心を持つ人と、村職員が一緒になって、
現地実習等を通して地域づくり人材を育
成する連続講座です。
　4月26日（金）、5月10日（金）の2日間、
第4期となるむらコトアカデミーの開催に
向け、奈良まほろば館にて、募集説明会
が開催されました。
　ソトコト編集長の指出一正さん、奈良
県地域振興部次長の福野博昭さんによる
軽快なトーク、アカデミー修了生も交え
たトークセッション等を行い、参加者の
皆さんは下北山村で今起きていることに
興味津々の様子でした。
※関係人口・・・住んでいなくても地域に
関わる人、応援する仲間のこと。自分の
かたちで地域と関わりたいとする考え方。
（観光以上、定住未満）

【奈良 ・ 下北山むらコトアカデミー
　　　　　　　　　説明会開催！】

　新緑が茂る５月上旬、茶摘みがピークを迎え、村内各地で多くの茶
摘み姿が見られました。
　一つ一つ丁寧に手摘みされた茶の葉は、「茶もみ」「乾燥」などを経
て美味しい番茶になります。
　特に下北山村のお茶は、昼夜の激しい寒暖差や大峯山脈からの風な
ど、自然の恵みをたっぷりと受けるため、甘みが強く香ばしい香りを
楽しむことができます。

茶 摘 み の シ ー ズ ン 到 来
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南
村
政

　
　
２
期
目
ス
タ
ー
ト

　初
夏
の
候
、
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　私
こ
と
、
こ
の
た
び
の
統
一
地
方
選

挙
後
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　身
に
余
る
光
栄
と
感
謝
の
気
持
ち
と

共
に
、
責
任
の
重
大
さ
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

議
長
就
任
挨
拶

議
長
就
任
挨
拶

議
会
議
長

　中

　谷  

　
　宏

議
会
議
長

　中

　谷  

　
　宏

　微
力
な
が
ら
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の

た
め
に
、
専
心
努
力
を
い
た
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　さ
て
、
本
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

地
方
分
権
・
地
方
創
生
な
ど
、
よ
り
複

雑
化
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
問
題
に
対
し
、
議

員
各
自
が
村
民
の
皆
様
か
ら
負
託
さ
れ

た
責
任
を
念
頭
に
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク

機
関
と
し
て
、
ま
た
政
策
提
案
者
と
し

て
、
村
民
の
声
を
行
政
に
最
大
限
反
映

さ
せ
て
い
く
べ
く
努
力
い
た
し
ま
す
。

　最
後
に
、
村
民
・
行
政
・
議
会
が
連

携
し
、
村
の
発
展
の
た
め
に
協
働
し
な

が
ら
、
議
員
自
ら
も
研
鑽
を
深
め
、
村

民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
鋭
意
努
力
い

た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　こ
の
度
の
下
北
山
村
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
村
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
各

方
面
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、

引
き
続
き
村
政
２
期
目
の
重
責
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
期
待

と
信
頼
に
お
応
え
す
べ
く
、
新
た
な
決

意
の
も
と
、
山
積
す
る
村
政
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
４
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　折
し
も
、
５
月
１
日
、
平
成
か
ら
令

和
に
年
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。
新
し
い

令
和
の
時
代
が
さ
ら
な
る
村
政
発
展
に

つ
な
が
る
時
代
と
な
る
よ
う
、
そ
し
て

村
民
の
皆
さ
ま
が
、
幸
せ
な
生
活
を
送

れ
る
時
代
と
な
る
よ
う
、
令
和
最
初
の

下
北
山
村
長
と
し
て
、
職
員
と
共
に
全

力
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　今
後
と
も
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　４
月
21
日
執
行
の
下
北
山
村
長
選
挙

に
お
い
て
当
選
さ
れ
た
南
正
文
村
長
が

５
月
７
日
（
火
）
に
初
登
庁
さ
れ
ま
し

た
。

村
長

　南

　正
文

令
和
元
年
度
（
第
七
十
四
回
）

　

 

五
月
二
十
一
日
（
火
）
午
前
十
時
よ

り
池
の
平
公
園
招
魂
社
に
お
き
ま
し

て
、
第
七
十
四
回
戦
没
者
招
魂
慰
霊
祭

が
ご
遺
族
並
び
に
、
来
賓
の
方
々
五
十

名
余
り
の
参
列
を
得
て
、
厳
か
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　式
典
は
、
田
川
副
村
長
の
開
式
の
辞

の
後
、
南
村
長
の
式
辞
、
中
谷
議
会
議

長
並
び
に
山
本
洋
遺
族
会
長
の
追
悼
の

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

戦
没
者
招
魂
慰
霊
祭

辞
と
続
き
、
過
去
の
戦
争
（
西
南
の
役
、

日
清
・
日
露
戦
争
、
第
二
次
大
戦
）
で

犠
牲
に
な
ら
れ
た
二
百
十
三
柱
の
ご
英

霊
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
参
列
者
全
員
に
よ
る
献
花

と
戦
没
者
に
対
す
る
黙
祷
が
行
わ
れ
、

山
本
遺
族
会
長
の
謝
辞
で
閉
式
と
な
り

ま
し
た
。

　村
長
は
式
辞
の
中
で
「
今
日
の
平
和

と
繁
栄
は
、
祖
国
を
思
い
家
族
を
案
じ

つ
つ
、
心
な
ら
ず
も
戦
場
に
倒
れ
、
あ

る
い
は
戦
後
に
至
る
ま
で
異
郷
の
地
に

残
さ
れ
、
祖
国
の
土
を
踏
む
こ
と
が
か

な
わ
な
か
っ
た
ご
英
霊
の
、
尊
い
犠
牲

の
上
に
、
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
今
こ
こ
に
改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ

と
平
和
の
尊
さ
を
深
く
心
に
刻
み
、
次

の
世
代
に
記
憶
を
継
承
し
て
い
く
責
務

を
果
た
し
、
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け

努
力
し
て
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ

ま
す
。」
と
述
べ
、
私
た
ち
も
平
和
の

大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
え
た
一
日
で
し
た
。

下北山村議会・委員会構成 令和元年５月８日現在

議　長　　中　谷　　　宏　　副議長　　栗　本　武　平

職　　名

委　員　長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

総務常任委員会（８名）

任期２年

　氏　　　名

森　岡　　　誠

平　井　　　清

和　田　晃　裕

山　岡　計　文

辻之内　　　勇

栗　本　武　平

北　　　德　次

中　谷　　　宏

職　　名

委　員　長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

産業建設常任委員会（８名）

任期２年

　氏　　　名

北　　　德　次

和　田　晃　裕

平　井　　　清

山　岡　計　文

森　岡　　　誠

辻之内　　　勇

栗　本 　武　平

中　谷　　　宏

職　　名

委　員　長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

議会運営委員会（８名）

任期２年

　氏　　　名

辻之内　　　勇

山　岡　計　文

平　井　　　清

和　田　晃　裕

森　岡　　　誠

栗　本　武　平

北　　　德　次

中　谷　　　宏

職　　名

議　　員

議　　員

議　　員

議　　員

上下北山衛生一部事務組合

任期２年

　氏　　　名

中　谷　　　宏

栗　本　武　平

北　　　德　次

平　井　　　清

職　　名

委　　員

職　　　　名

議会選出監査委員

任期４年

　氏　　　名

森　岡　　　誠 職　　名

議　　員

職　　　　名

議会選出
南和広域医療企業団議会議員

任期４年

　氏　　　名

和　田　晃　裕

職　　名

議　　員

職　　　　名

議会選出
奈良県広域消防組合議会議員

任期１年

※構成町村での５年ごとの輪番制

　氏　　　名

　　　―
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南
村
政

　
　
２
期
目
ス
タ
ー
ト

　初
夏
の
候
、
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　私
こ
と
、
こ
の
た
び
の
統
一
地
方
選

挙
後
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　身
に
余
る
光
栄
と
感
謝
の
気
持
ち
と

共
に
、
責
任
の
重
大
さ
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

議
長
就
任
挨
拶

議
長
就
任
挨
拶

議
会
議
長

　中

　谷  

　
　宏

議
会
議
長

　中

　谷  

　
　宏

　微
力
な
が
ら
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の

た
め
に
、
専
心
努
力
を
い
た
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　さ
て
、
本
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

地
方
分
権
・
地
方
創
生
な
ど
、
よ
り
複

雑
化
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
を
は

じ
め
と
す
る
様
々
な
問
題
に
対
し
、
議

員
各
自
が
村
民
の
皆
様
か
ら
負
託
さ
れ

た
責
任
を
念
頭
に
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク

機
関
と
し
て
、
ま
た
政
策
提
案
者
と
し

て
、
村
民
の
声
を
行
政
に
最
大
限
反
映

さ
せ
て
い
く
べ
く
努
力
い
た
し
ま
す
。

　最
後
に
、
村
民
・
行
政
・
議
会
が
連

携
し
、
村
の
発
展
の
た
め
に
協
働
し
な

が
ら
、
議
員
自
ら
も
研
鑽
を
深
め
、
村

民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
鋭
意
努
力
い

た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　こ
の
度
の
下
北
山
村
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
村
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
各

方
面
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、

引
き
続
き
村
政
２
期
目
の
重
責
を
担
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
期
待

と
信
頼
に
お
応
え
す
べ
く
、
新
た
な
決

意
の
も
と
、
山
積
す
る
村
政
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
４
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　折
し
も
、
５
月
１
日
、
平
成
か
ら
令

和
に
年
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。
新
し
い

令
和
の
時
代
が
さ
ら
な
る
村
政
発
展
に

つ
な
が
る
時
代
と
な
る
よ
う
、
そ
し
て

村
民
の
皆
さ
ま
が
、
幸
せ
な
生
活
を
送

れ
る
時
代
と
な
る
よ
う
、
令
和
最
初
の

下
北
山
村
長
と
し
て
、
職
員
と
共
に
全

力
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　今
後
と
も
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　４
月
21
日
執
行
の
下
北
山
村
長
選
挙

に
お
い
て
当
選
さ
れ
た
南
正
文
村
長
が

５
月
７
日
（
火
）
に
初
登
庁
さ
れ
ま
し

た
。

村
長

　南

　正
文

令
和
元
年
度
（
第
七
十
四
回
）

　

 

五
月
二
十
一
日
（
火
）
午
前
十
時
よ

り
池
の
平
公
園
招
魂
社
に
お
き
ま
し

て
、
第
七
十
四
回
戦
没
者
招
魂
慰
霊
祭

が
ご
遺
族
並
び
に
、
来
賓
の
方
々
五
十

名
余
り
の
参
列
を
得
て
、
厳
か
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　式
典
は
、
田
川
副
村
長
の
開
式
の
辞

の
後
、
南
村
長
の
式
辞
、
中
谷
議
会
議

長
並
び
に
山
本
洋
遺
族
会
長
の
追
悼
の

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

戦
没
者
招
魂
慰
霊
祭

辞
と
続
き
、
過
去
の
戦
争
（
西
南
の
役
、

日
清
・
日
露
戦
争
、
第
二
次
大
戦
）
で

犠
牲
に
な
ら
れ
た
二
百
十
三
柱
の
ご
英

霊
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
参
列
者
全
員
に
よ
る
献
花

と
戦
没
者
に
対
す
る
黙
祷
が
行
わ
れ
、

山
本
遺
族
会
長
の
謝
辞
で
閉
式
と
な
り

ま
し
た
。

　村
長
は
式
辞
の
中
で
「
今
日
の
平
和

と
繁
栄
は
、
祖
国
を
思
い
家
族
を
案
じ

つ
つ
、
心
な
ら
ず
も
戦
場
に
倒
れ
、
あ

る
い
は
戦
後
に
至
る
ま
で
異
郷
の
地
に

残
さ
れ
、
祖
国
の
土
を
踏
む
こ
と
が
か

な
わ
な
か
っ
た
ご
英
霊
の
、
尊
い
犠
牲

の
上
に
、
築
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
今
こ
こ
に
改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ

と
平
和
の
尊
さ
を
深
く
心
に
刻
み
、
次

の
世
代
に
記
憶
を
継
承
し
て
い
く
責
務

を
果
た
し
、
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け

努
力
し
て
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ

ま
す
。」
と
述
べ
、
私
た
ち
も
平
和
の

大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
え
た
一
日
で
し
た
。

下北山村議会・委員会構成 令和元年５月８日現在

議　長　　中　谷　　　宏　　副議長　　栗　本　武　平

職　　名

委　員　長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

総務常任委員会（８名）

任期２年

　氏　　　名

森　岡　　　誠

平　井　　　清

和　田　晃　裕

山　岡　計　文

辻之内　　　勇

栗　本　武　平

北　　　德　次

中　谷　　　宏

職　　名

委　員　長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

産業建設常任委員会（８名）

任期２年

　氏　　　名

北　　　德　次

和　田　晃　裕

平　井　　　清

山　岡　計　文

森　岡　　　誠

辻之内　　　勇

栗　本 　武　平

中　谷　　　宏

職　　名

委　員　長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

議会運営委員会（８名）

任期２年

　氏　　　名

辻之内　　　勇

山　岡　計　文

平　井　　　清

和　田　晃　裕

森　岡　　　誠

栗　本　武　平

北　　　德　次

中　谷　　　宏

職　　名

議　　員

議　　員

議　　員

議　　員

上下北山衛生一部事務組合

任期２年

　氏　　　名

中　谷　　　宏

栗　本　武　平

北　　　德　次

平　井　　　清

職　　名

委　　員

職　　　　名

議会選出監査委員

任期４年

　氏　　　名

森　岡　　　誠 職　　名

議　　員

職　　　　名

議会選出
南和広域医療企業団議会議員

任期４年

　氏　　　名

和　田　晃　裕

職　　名

議　　員

職　　　　名

議会選出
奈良県広域消防組合議会議員

任期１年

※構成町村での５年ごとの輪番制

　氏　　　名

　　　―
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　本村の定住人口の増加を促進するため、住宅を新築又は空き家の取得及びそれに伴う増築又
は改修する移住定住者に対して、工事費や空き家取得費用を支援いたします。
　希望される方は、下記の内容で募集致しますのでご利用ください。

５．注意点
①新築、増築及び改修については、物件の引き渡しを受け、住民登録した日、空き家取得
については空き家取得後、住民登録した日から起算して３か月以内に申請してください。
②空き家を取得し、増築・改修される方については、空き家取得後、工事前に現地調査を
させていただき、改修箇所についての事前確認をさせていただきたいため、下記問い合わ
せ先までご連絡下さい。また、改修については、入居後３ヶ月までに完了し、申請書を提
出して下さい。（空き家取得支援金および増築・改修支援金の２種類の申請書）

移住定住促進住宅支援金のご案内

下北山村に居住目的で新たに住宅を新築、あるいは空き家等を購入し、増築または改修す
る50歳未満の定住者（※１）または移住者（※２）。
※１　永住を前提に本村に住民登録し、かつ生活の本拠地を本村に有する者
※２　村外から転入しかつ10年間以上、下北山村に定住する意思のある者

１．支援対象者

種　類 交　付　要　件 支　援　金　額

（１）新築支援金 建築工事費が5,000千円以上
の住宅

建築費用の10％とし1,000千円
を上限とする。

（３）空き家取得に伴
　　　う増築または改
　　　修支援金

（２）空き家取得支援
　　　金

空き家取得に伴う増築または
改修工事費が500千円以上の
住宅

取得費用が1,000千円以上の
住宅（宅地取得費を含む）

工事費用の50％とし、500千円
を上限とする。

取得費用の10％とし500千円を
上限とする。

４．支援内容

３．申請方法
所定の申請用紙が必要ですので、役場地域創生推進室までお申し出ください。

２．申請期間
令和２年３月31日まで

６．問合せ
下北山村役場　地域創生推進室　水本　TEL：6－0001

　下北山村では、特産品の開発、販路拡大を支援することで、地域産業の育成・振興を図ることを
目的として、新規特産品を開発する事業者の方に対し、必要経費の一部を補助する制度を制定しま
した。
　新規特産品の開発を検討している事業者の方は、本制度の申請をご検討ください。

１．支援対象者
村内に住民登録を有する個人または村内に活動や事業の拠点を有する団体または法人
２．交付対象となる特産品
加工の工程内で下北山村の原材料が使用されており、且つ、下北山村の名を冠し、村の情報発信を
することができるもの
３．申請期間
令和元年８月31日（土）まで　
※予算の範囲内で申請を受付いたします。
※令和２年２月29日（土）までに事業完了の見込みがあること
４．申請方法
所定の申請用紙が必要ですので、役場地域創生推進室までお申し出ください。
５．支援内容

６．注意点
•本事業は令和２年２月29日（土）までに完了するものとします。
•交付を受けた翌年から３年間以上事業を継続すること。（３年未満で事業を中止した場合は、補助
金の一部返還を求めるものとします。）
•開発した商品について、「きなりブランド」のロゴマークの貼付を
条件とします。
•その他詳細については、下記問合せ先までお問合せ
　ください。

７．問合せ
下北山村役場　地域創生推進室　水本
ＴＥＬ：６－０００１

下北山村特産品開発販売補助金のご案内

「きなりブランド」ロゴマーク
※平成31年3月デザイン決定。
※実際の色は、村章をイメージした
　深い緑色です。

補助対象経費 対象期間 補 助 率

・特産品の研究開発及び市場調査に要する
経費

・特産品試作に要する原材料、資材等の経

費（大量生産は不可）

・デザイン設計に要する経費

・その他村長が認める経費

・新規特産品開発に要する機械器具等導入
に要する経費

同一申請人につき１会
計年度を限度とする

補助対象経費の４分の３
以内の額とし、50万円
を限度とする。

上記補助率、限度額に加
え、当該経費が補助対象
経費全体に占める割合を
２分の１以内とする。
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　本村の定住人口の増加を促進するため、住宅を新築又は空き家の取得及びそれに伴う増築又
は改修する移住定住者に対して、工事費や空き家取得費用を支援いたします。
　希望される方は、下記の内容で募集致しますのでご利用ください。

５．注意点
①新築、増築及び改修については、物件の引き渡しを受け、住民登録した日、空き家取得
については空き家取得後、住民登録した日から起算して３か月以内に申請してください。
②空き家を取得し、増築・改修される方については、空き家取得後、工事前に現地調査を
させていただき、改修箇所についての事前確認をさせていただきたいため、下記問い合わ
せ先までご連絡下さい。また、改修については、入居後３ヶ月までに完了し、申請書を提
出して下さい。（空き家取得支援金および増築・改修支援金の２種類の申請書）

移住定住促進住宅支援金のご案内

下北山村に居住目的で新たに住宅を新築、あるいは空き家等を購入し、増築または改修す
る50歳未満の定住者（※１）または移住者（※２）。
※１　永住を前提に本村に住民登録し、かつ生活の本拠地を本村に有する者
※２　村外から転入しかつ10年間以上、下北山村に定住する意思のある者

１．支援対象者

種　類 交　付　要　件 支　援　金　額

（１）新築支援金 建築工事費が5,000千円以上
の住宅

建築費用の10％とし1,000千円
を上限とする。

（３）空き家取得に伴
　　　う増築または改
　　　修支援金

（２）空き家取得支援
　　　金

空き家取得に伴う増築または
改修工事費が500千円以上の
住宅

取得費用が1,000千円以上の
住宅（宅地取得費を含む）

工事費用の50％とし、500千円
を上限とする。

取得費用の10％とし500千円を
上限とする。

４．支援内容

３．申請方法
所定の申請用紙が必要ですので、役場地域創生推進室までお申し出ください。

２．申請期間
令和２年３月31日まで

６．問合せ
下北山村役場　地域創生推進室　水本　TEL：6－0001

　下北山村では、特産品の開発、販路拡大を支援することで、地域産業の育成・振興を図ることを
目的として、新規特産品を開発する事業者の方に対し、必要経費の一部を補助する制度を制定しま
した。
　新規特産品の開発を検討している事業者の方は、本制度の申請をご検討ください。

１．支援対象者
村内に住民登録を有する個人または村内に活動や事業の拠点を有する団体または法人
２．交付対象となる特産品
加工の工程内で下北山村の原材料が使用されており、且つ、下北山村の名を冠し、村の情報発信を
することができるもの
３．申請期間
令和元年８月31日（土）まで　
※予算の範囲内で申請を受付いたします。
※令和２年２月29日（土）までに事業完了の見込みがあること
４．申請方法
所定の申請用紙が必要ですので、役場地域創生推進室までお申し出ください。
５．支援内容

６．注意点
•本事業は令和２年２月29日（土）までに完了するものとします。
•交付を受けた翌年から３年間以上事業を継続すること。（３年未満で事業を中止した場合は、補助
金の一部返還を求めるものとします。）
•開発した商品について、「きなりブランド」のロゴマークの貼付を
条件とします。
•その他詳細については、下記問合せ先までお問合せ
　ください。

７．問合せ
下北山村役場　地域創生推進室　水本
ＴＥＬ：６－０００１

下北山村特産品開発販売補助金のご案内

「きなりブランド」ロゴマーク
※平成31年3月デザイン決定。
※実際の色は、村章をイメージした
　深い緑色です。

補助対象経費 対象期間 補 助 率

・特産品の研究開発及び市場調査に要する
経費

・特産品試作に要する原材料、資材等の経

費（大量生産は不可）

・デザイン設計に要する経費

・その他村長が認める経費

・新規特産品開発に要する機械器具等導入
に要する経費

同一申請人につき１会
計年度を限度とする

補助対象経費の４分の３
以内の額とし、50万円
を限度とする。

上記補助率、限度額に加
え、当該経費が補助対象
経費全体に占める割合を
２分の１以内とする。
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村長 副村長

（総括、保健福祉全般）

（総括、用地、県事業）

（総括、地域創生全般）

（総括、人権、後期高齢者医療）

下北山村行政組織図および人員配置状況 平成31年4月現在　

課長　福本　浩典田川　伸南　正文

室長　和田　英樹

（総括、行政全般）
課長　杉岡　貴司

（非常勤職員）
参与　森岡　和久

会計管理者　德本貢一

課長　山岡　　綾

課長　谷口　英雄

次長　後呂　　智

診療所 
　医　師　田口　浩之
　看護師　田結荘　文
　看護師　伊庭なお子
　主　事　峯　　正和

教育長
教育委員会

森田　千佳
久保田智浩
阪本　　匠

（庶務、奨学金、事業全般補佐）

（社会教育、文化財保護管理）

（学校教育）

総括、教育委員会
業務全般

事　　務　　局
松田　洋一

給食センター 
　調理員　下村　惠見
　調理員　辻之内悦子

スクールバス管理事務所
　業務員　神林　康幸

（議会事務・監査委員事務）
議 会 事 務 局
係長　平尾　孝二

主　　事
主　　事
主　事　補

主　　査
主　事　補
主　事　補
主　事　補
主　事　補
主　事　補

亀田　双美
岡田　香代

（社会福祉協議会　派遣）

（社会福祉協議会　派遣）

介護支援専門員
看　　護　　師

総　　務　　課

出　　納　　室

産 業 建 設 課

地域創生推進室

住　　民　　課

保 健 福 祉 課 ＜保健センター＞

上田　真吾
仲　　怜里
山本　裕太
平井　佳穂
今村　智香
下　　祐子 

（財政、企画、行革）

（消防・防災、情報化推進）

（財産管理、防犯・交通安全、庶務）

（人事給与、共済、庶務）

（広報、選挙、統計、庶務）

（育休中）

係　　長
主　　事
主　事　補

竹本　知昭
北　　直紀
井奥　海斗

（土木、建築、林道、地籍）

（林業、獣害対策）

（農業、村営住宅、水道）

主　　事
主　事　補
主　事　補

水本　昌志
上平　　俊
乾　　裕貴

（計画、移住交流、起業支援）

（官民連携事業、地域振興）

（観光、情報発信、庶務）

係　　長
主　　事
主　事　補
主　事　補
主　事　補

橋詰　和泉
寒作　功一
仲　　遥也
中西　麻依
山川　侑亮

（上下北山衛生一部事務組合、環境保全、廃棄物）

（固定資産税）

（国民健康保険、福祉医療）

（戸籍住民関係、国民年金）

（住民税、軽自動車税）

課長補佐
主　　査
保　健　師
保　健　師
主　事　補

岡田　尚武
中村　洋章
掛川　敬子
丸谷　友香
的場　　理

（福祉全般）

（介護保険事業）

（保健事業）

（保健事業）

（障害福祉、児童福祉、衛生事業）

主　　査 田室　尚代（出納事務）

下北山保育所
　所　長　谷口　英雄（兼務）
　保育士　中　　　淑
　保育士　戸嶋　律子
　保育士　中村いずみ
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新
緑
の
美
し
い
季
節
も
過
ぎ
、
い
よ

い
よ
梅
雨
の
季
節
で
す
ね
。
こ
の
時
期

は
食
中
毒
に
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

食
べ
物
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
ね
。

◆
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会
」

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
１
名

【
日
　
時
】
６
月
15
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
場
　
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
総
合
健
診
の
結
果
説
明

　
み
な
さ
ま
、
総
合
健
診
は
受
け
て
頂

け
ま
し
た
か
？
健
診
は
受
け
る
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
受
け
た
後
が
と
っ
て
も

大
切
で
す
。
ご
自
身
の
健
康
に
つ
い
て

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
そ
こ
で
！
健
診
の
結
果
説
明
会
を
開

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

催
し
ま
す
。
当
日
は
、
管
理
栄
養
士
、

歯
科
衛
生
士
、
保
健
師
か
ら
健
康
に
つ

い
て
の
講
話
も
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
は
「
し
も
き

た
健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
の
対
象
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ス
タ
ン
プ
を
集

め
て
豪
華
な
賞
品
を
手
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
ね
。

【
内
　
容
】
総
合
健
診（
各
種
が
ん
検

診
）の
結
果
返
却
、
各
種
専
門
に
よ

る
健
康
に
関
す
る
話
、
個
別
相
談
、

健
診
の
取
組
に
つ
い
て
の
話
な
ど

【
開
催
日
時
】

　
①
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
ま
で

　
②
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
ま
で

・
６
月
28
日
（
金
）

　
　
①
池
峰
公
民
館

　
　
②
桑
原
公
民
館

・
６
月
29
日
（
土
）

　
　
①
佐
田
公
民
館

　
　
②
池
原
公
民
館

・
６
月
30
日
（
日
）

　
　
①
寺
垣
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
②
保
健
セ
ン
タ
ー

【
持
ち
物
】
健
康
手
帳

◆
ワ
ン
コ
イ
ン
ヨ
ガ
教
室

　
な
ん
と
１
回
５
０
０
円
！
忙
し
く
て

全
部
は
参
加
で
き
な
い
け
ど…

な
ん
て

人
に
も
お
勧
め
で
す
！
気
の
向
い
た
と

き
に
で
も
大
丈
夫
！
ヨ
ガ
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
、
肩
こ

り
予
防
に
も
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
に
も
効
果

が
あ
り
、
「
よ
く
眠
れ
る
」
と
の
お
声

も
頂
い
て
い
ま
す
！

【
日
　
時
】
①
６
月
19
日（
水
）

　
　
　
　
　
②
７
月
３
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

※

日
程
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

【
場
　
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
１
回
５
０
０
円

◆
ご
長
寿
企
画
！
健
康
長
寿
教
室

　
健
康
で
長
生
き
の
秘
訣
を
大
公

開
！
？
今
回
は
「
食
」
と
「
運
動
」
を

テ
ー
マ
に
、
お
家
で
も
す
ぐ
に
取
り
組

め
る
情
報
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
！

【
日
　
時
】
７
月
４
日（
木
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
場
　
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
対
　
象
】
村
内
在
住
の
方

【
参
加
費
】
無
料
送
迎
あ
り

　
　
　
　
（
要
予
約
）

【
各
種
お
申
込
み
】

保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
６－

０
０
１
５

　
５
月
９
日（
木
）
寺
垣
内
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
認
知
症

予
防
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
岡
岳
史
さ
ん
指
導
の
も
と
楽
し
い

ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
認
知
症
や
誤
飲

予
防
に
効
果
が
あ
り
自
宅
で
簡
単
に
で

き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
一
人
じ
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後期高齢者を対象に「お口の健康診査」口腔健診を実施します後期高齢者を対象に「お口の健康診査」口腔健診を実施します

令和２年度から使用される小学校の教科書などを、下記のとおり展示します。
１．展示場所：下北山小学校
２．展示期間：令和元年６月14日（金）～７月12日（金）までの間
　　　　　　　（午前９時から学校の終了時刻まで）
　　　　　　　※休みの日は閲覧できません。

なお、県立教育研究所(磯部郡田原本町秦庄)においても展示しています。
問合せ：教育委員会　電話６－０９０１

高齢者の健康を保持・増進し、生活の質（ＱＯＬ）の向上を図り、健康寿命の延伸を目的と
します。

〇健診対象者：　75歳・80歳・85歳（４月１日現在）の奈良県後期高齢者医療加入者。
〇一部負担金：　なし
〇実　施　期　間：　６月１日～11月30日
〇実　施　方　法：　一般社団法人奈良県歯科医師会に属する奈良県の歯科医療機関にて、　　
　　　　　　　　口腔健診を実施。

【口腔健診実施歯科医療機関一覧表　吉野町・大淀町・川上村】

◎口腔健診の申込み方法
口腔健診実施歯科医療機関一覧表にある歯科医療機関へ、事前にご予約いただき、受診当
日に受診券（はがき）※・被保険者証をご持参ください。
※受診券（はがき）は５月下旬に奈良県後期高齢者広域連合より健診対象の方へ送付され
ます。

【お問合せ】奈良県後期高齢者医療広域連合事業課
　　　　　　TEL：0744－29－8430

木 村 歯 科 医 院
森 口 歯 科 医 院
笹 木 歯 科 医 院
辻 井 歯 科 医 院
土 居 歯 科 医 院
今 元 歯 科
木 下 歯 科 医 院
森 歯 科 医 院
岡 下 歯 科 医 院
今 西 歯 科 医 院
尾 上 歯 科 医 院
うえむら歯科医院
川上村歯科診療所

〒639-3433　吉野郡吉野町新子364
〒639-3111　吉野郡吉野町大字上市2345
〒639-3114　吉野郡吉野町丹治135-3
〒639-3103　吉野郡吉野町平尾312
〒639-3112　吉野郡吉野町立野222-1
〒638-0821　吉野郡大淀町下渕195-1
〒638-0821　吉野郡大淀町下渕74-1
〒638-0821　吉野郡大淀町下渕783-1
〒638-0821　吉野郡大淀町下渕908-1
〒638-0821　吉野郡大淀町下渕96
〒639-3126　吉野郡大淀町新野241-1
〒638-0812　吉野郡大淀町桧垣本1677-1
〒639-3543　吉野郡川上村大滝30

☎0746-36-6953
☎0746-32-2568
☎0746-32-5048
☎0746-32-8134
☎0746-32-2623
☎0747-52-0821
☎0747-52-3752
☎0747-52-5011
☎0747-52-2266
☎0747-52-7841
☎0746-32-0006
☎0747-52-2468
☎0747-53-2088

今月号の協力隊のつぶやきは
牧が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その75

　こんにちは、牧です。昨年３月より産休・育休を頂き、子育てに専念させて頂いておりまし

たが、５月８日より集落支援員として復帰しました。これまで通りサポートきなりでの業務に

従事します。しばらくは短時間の勤務になりご迷惑おかけすることもあるかもしれませんが、

どうぞよろしくお願いします。

　さっそく初日から、今後の業務の打ち合わせや応援隊作業依頼への対応に追われています。

たった１年離れていただけなのに懐かしく感じています。サポートきなりでのお仕事はこんな

にやりがいがあって楽しかったのだとしみじみ。久しぶりの電話対応もドキドキしてしまいま

した(しばらくドキドキしていると思います(笑))。

　思い返せば、協力隊として活動を始めたのも６年前の５月の連休明けの日からです。嫁に来

たという事情もありましたが(笑)、ソーシャルワーカーとして、皆さんが住み慣れた下北山で

安心して暮らしていくことができる村づくりのお手伝いがしたいと思い協力隊としての活動を

スタートさせました。これからもその想いは変わらずチャレンジし続けたいと思います。

　こんにちは！ 4月に神奈川県から来ました、地域おこし協力隊の

河野祐子です。

　昨年秋に参加した自伐型林業研修の学びを活かしながら、協力

隊メンバーと共に山に入り、作業道づくり、森林の調査、山主さ

んへのヒアリング、木のものづくりなどこれからの下北山村での

森づくりの推進を担当しています。

　山々に溢ふるる新緑、雨上がりに沸き立つ雲、静かな静かな星空・・・

　お家のある池峰では、水神祭に参加して集落の皆さんと楽しい時間を過ごしたり、お茶摘み

の色々を教えていただいたり。下北山村の自然から、元気＆笑顔いっぱいの皆さんから、あっ

たかい心と学びをいただいてありがたい日々です。

　これからさまざまな場面でお世話になるかと思います。

　どうぞよろしくお願いいたします！

新協力隊紹介　河 野 祐 子 隊員
かわ の ゆう こ
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後期高齢者を対象に「お口の健康診査」口腔健診を実施します後期高齢者を対象に「お口の健康診査」口腔健診を実施します

令和２年度から使用される小学校の教科書などを、下記のとおり展示します。
１．展示場所：下北山小学校
２．展示期間：令和元年６月14日（金）～７月12日（金）までの間
　　　　　　　（午前９時から学校の終了時刻まで）
　　　　　　　※休みの日は閲覧できません。

なお、県立教育研究所(磯部郡田原本町秦庄)においても展示しています。
問合せ：教育委員会　電話６－０９０１

高齢者の健康を保持・増進し、生活の質（ＱＯＬ）の向上を図り、健康寿命の延伸を目的と
します。

〇健診対象者：　75歳・80歳・85歳（４月１日現在）の奈良県後期高齢者医療加入者。
〇一部負担金：　なし
〇実　施　期　間：　６月１日～11月30日
〇実　施　方　法：　一般社団法人奈良県歯科医師会に属する奈良県の歯科医療機関にて、　　
　　　　　　　　口腔健診を実施。

【口腔健診実施歯科医療機関一覧表　吉野町・大淀町・川上村】

◎口腔健診の申込み方法
口腔健診実施歯科医療機関一覧表にある歯科医療機関へ、事前にご予約いただき、受診当
日に受診券（はがき）※・被保険者証をご持参ください。
※受診券（はがき）は５月下旬に奈良県後期高齢者広域連合より健診対象の方へ送付され
ます。

【お問合せ】奈良県後期高齢者医療広域連合事業課
　　　　　　TEL：0744－29－8430

木 村 歯 科 医 院
森 口 歯 科 医 院
笹 木 歯 科 医 院
辻 井 歯 科 医 院
土 居 歯 科 医 院
今 元 歯 科
木 下 歯 科 医 院
森 歯 科 医 院
岡 下 歯 科 医 院
今 西 歯 科 医 院
尾 上 歯 科 医 院
うえむら歯科医院
川上村歯科診療所

〒639-3433　吉野郡吉野町新子364
〒639-3111　吉野郡吉野町大字上市2345
〒639-3114　吉野郡吉野町丹治135-3
〒639-3103　吉野郡吉野町平尾312
〒639-3112　吉野郡吉野町立野222-1
〒638-0821　吉野郡大淀町下渕195-1
〒638-0821　吉野郡大淀町下渕74-1
〒638-0821　吉野郡大淀町下渕783-1
〒638-0821　吉野郡大淀町下渕908-1
〒638-0821　吉野郡大淀町下渕96
〒639-3126　吉野郡大淀町新野241-1
〒638-0812　吉野郡大淀町桧垣本1677-1
〒639-3543　吉野郡川上村大滝30

☎0746-36-6953
☎0746-32-2568
☎0746-32-5048
☎0746-32-8134
☎0746-32-2623
☎0747-52-0821
☎0747-52-3752
☎0747-52-5011
☎0747-52-2266
☎0747-52-7841
☎0746-32-0006
☎0747-52-2468
☎0747-53-2088

今月号の協力隊のつぶやきは
牧が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その75

　こんにちは、牧です。昨年３月より産休・育休を頂き、子育てに専念させて頂いておりまし

たが、５月８日より集落支援員として復帰しました。これまで通りサポートきなりでの業務に

従事します。しばらくは短時間の勤務になりご迷惑おかけすることもあるかもしれませんが、

どうぞよろしくお願いします。

　さっそく初日から、今後の業務の打ち合わせや応援隊作業依頼への対応に追われています。

たった１年離れていただけなのに懐かしく感じています。サポートきなりでのお仕事はこんな

にやりがいがあって楽しかったのだとしみじみ。久しぶりの電話対応もドキドキしてしまいま

した(しばらくドキドキしていると思います(笑))。

　思い返せば、協力隊として活動を始めたのも６年前の５月の連休明けの日からです。嫁に来

たという事情もありましたが(笑)、ソーシャルワーカーとして、皆さんが住み慣れた下北山で

安心して暮らしていくことができる村づくりのお手伝いがしたいと思い協力隊としての活動を

スタートさせました。これからもその想いは変わらずチャレンジし続けたいと思います。

　こんにちは！ 4月に神奈川県から来ました、地域おこし協力隊の

河野祐子です。

　昨年秋に参加した自伐型林業研修の学びを活かしながら、協力

隊メンバーと共に山に入り、作業道づくり、森林の調査、山主さ

んへのヒアリング、木のものづくりなどこれからの下北山村での

森づくりの推進を担当しています。

　山々に溢ふるる新緑、雨上がりに沸き立つ雲、静かな静かな星空・・・

　お家のある池峰では、水神祭に参加して集落の皆さんと楽しい時間を過ごしたり、お茶摘み

の色々を教えていただいたり。下北山村の自然から、元気＆笑顔いっぱいの皆さんから、あっ

たかい心と学びをいただいてありがたい日々です。

　これからさまざまな場面でお世話になるかと思います。

　どうぞよろしくお願いいたします！

新協力隊紹介　河 野 祐 子 隊員
かわ の ゆう こ
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　下北山村は、村民の皆様の結婚を応援するための補助事業を行っております。
　婚活イベントなどの参加費及び、自らが開催する結婚活動を目的としたイベン
ト開催にかかる費用の一部を村が条件付きで助成いたします。

○対　象　者：50歳未満の未婚の方
○内　　容：・婚活イベントの参加費用（費用の９割以内。上限３万円）

　・結婚活動を目的としたサークル活動費用（費用の２/３以内）
　　※予算の範囲内で助成させていただきます。

○申請期間：随時受付け
奈良県でも、「なら結婚応援団」が婚活イベントの情報提供等の婚活支援を実施してお
りますので、ご活用ください。

「なら結婚応援団」ホームページ URL：https://www.naradeai.pref.nara.jp/

【申請・詳細についての問合せ】
下北山村役場　地域創生推進室　TEL：６‐０００１

住宅家賃助成金のご案内
○助成対象者

村営住宅または民間賃貸住宅等に入居している50歳未満の方（契約者本人）
※生活保護受給者、正職員である地方公務員および下北山村役場職員の給与支給に準じた住
　宅手当を受給している者、村税等の滞納者は対象外

○助成金額
・家賃の月額から10,000円を控除した額の１/２ 。（上限50,000円）※100円未満切捨て
・勤め先などから住宅手当を受給している場合は、手当てを差し引いた額の１/２を支給。
（例）38,500円の家賃を払っていて、勤め先から5,000円の住居手当をもらっている場合　
　　　38,500円－10,000円－5,000円）×１/２＝11,750円→支給額11,700円／月

○支給期間
申請のあった日の属する月からその月の属する年度の３月31日までとなりますので、継続し
て助成を希望される場合は毎年申請が必要です。また、助成金は３か月ごとにまとめて支給
します。

○申請・詳細についての問合せ
下北山村役場　地域創生推進室　TEL：６－０００１
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、

カ
エ
ル
が

う
れ
し
そ
う

い
よ
い
よ

う
っ
と
う

し
い
梅
雨

だ
ね

で
も
、

水
不
足
に
な
る
と

困
る
ね

見
方
を

　変
え
れ
ば

わ
か
る
こ
と
も

　
　あ
る
ん
だ
よ

す
べ
て
が

  

つ
な
が
っ
て

    

い
る
ん
だ
ね

み
ん
な

自
分
の

こ
と
し
か

考
え
て

な
い
ん
だ

ほ
ら
、

カ
エ
ル
が

　わ
ら
っ
て
る

田
植
え
も

　で
き
な
い
よ

み

つ

み
ず

こ
また

ぶ

じ
か
ん
が

ぶ
ん

み
か
え

か
た

う
そ
く

ゆ

G
20
サ
ミ
ッ
ト
・
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
開
催
！

　６
月
28
日
・
29
日
、
大
阪
市
の
イ
ン

テ
ッ
ク
ス
大
阪
で
G
20
サ
ミ
ッ
ト
が
、

９
月
中
旬
に
は
、
東
大
阪
市
の
花
園
ラ

グ
ビ
ー
場
で
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　開
催
に
伴
い
、
各
国
の
政
府
関
係
者

は
も
と
よ
り
、
多
く
の
関
係
者
・
観
戦

者
が
大
阪
を
訪
れ
、
さ
ら
に
は
隣
接
す

る
奈
良
県
へ
の
訪
問
も
予
想
さ
れ
ま

す
。　警

察
で
は
、
テ
ロ
へ
の
警
戒
を
強
化

し
て
お
り
、
宿
泊
施
設
で
勤
務
す
る
皆

様
に
は
、
宿
泊
施
設
を
テ
ロ
リ
ス
ト
の

拠
点
と
さ
れ
な
い
た
め
に
も

･
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
の
身
分
確
認
の
徹
底

･
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
れ
ば
警
察
に

連
絡

に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
事
故
に
注
意
！

　５
月
５
日
に
、
上
北
山
村
白
川
の
交

互
信
号
付
近
で
車
と
バ
イ
ク
の
正
面
衝

突
事
故
に
よ
り
、
バ
イ
ク
の
運
転
手
が

亡
く
な
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。　緑

も
豊
か
に
な
り
、
下
北
山
村
の
自

然
を
求
め
て
観
光
客
の
増
加
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　そ
れ
に
伴
い
、
村
内
を
通
る
車
両
も

増
え
る
こ
と
か
ら
、
村
民
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、「
対
向
が
難
し
い
狭

路
」・「
見
通
し
の
悪
い
カ
ー
ブ
」
に
お

け
る
確
実
な
減
速
等
、
安
全
運
転
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

タ
イ
ヤ
交
換
は
お
済
で
す
か
？

　冬
用
タ
イ
ヤ
を
交
換
せ
ず
に
走
行
し

て
い
る
と
、
雨
天
時
の
ス
リ
ッ
プ
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　交
換
が
お
済
で
な
い
方
は
、
お
早
め

に
夏
用
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
て
く
だ
さ

い
。

車
上
狙
い
に
注
意
！

　下
北
山
村
の
美
し
い
川
で
の
鮎
釣
り

が
楽
し
み
で
す
ね
。

　し
か
し
、
鮎
釣
り
を
し
て
い
た
方
が

停
め
て
い
た
車
か
ら
、
貴
重
品
が
盗
難

に
遭
う
事
件
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま

す
。　盗

難
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

･
車
の
中
に
貴
重
品
を
置
か
な
い

･
車
両
か
ら
離
れ
る
と
き
は
ロ
ッ
ク
を

確
実
に
す
る

等
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

駐在さん通信駐在さん通信

　５月８日（水）育児サークルの一環として「いちご狩り」が行わ
れました。
　親子そろって宝物を探すように心躍らせながら真っ赤に色づいた
いちごを摘んでいました。
　袋いっぱいにいちごを摘んだ後子どもたちは、美味しそうに頬
張っていました。

いちご狩りが行われました
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和元年 （2019） 月号　No.7446

後列　山岡議員・平井議員・森岡議員・辻之内議員・栗本議員
前列　和田議員・中谷議員・南村長・北議員

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
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ご
協
力
い
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だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
募
金
に

　

 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

　

 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

池

　峰
（
５
月
８
日
）

　
　本

　さ
と
よ

　さ
ん

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

　
　
　　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

河
合
町
（
４
月
３
日
）

久

　保

　博

　臣

　さ
ん

　「奈良・下北山むらコトアカデミー」は、
首都圏在住で、下北山村の地域づくりに
関心を持つ人と、村職員が一緒になって、
現地実習等を通して地域づくり人材を育
成する連続講座です。
　4月26日（金）、5月10日（金）の2日間、
第4期となるむらコトアカデミーの開催に
向け、奈良まほろば館にて、募集説明会
が開催されました。
　ソトコト編集長の指出一正さん、奈良
県地域振興部次長の福野博昭さんによる
軽快なトーク、アカデミー修了生も交え
たトークセッション等を行い、参加者の
皆さんは下北山村で今起きていることに
興味津々の様子でした。
※関係人口・・・住んでいなくても地域に
関わる人、応援する仲間のこと。自分の
かたちで地域と関わりたいとする考え方。
（観光以上、定住未満）

【奈良 ・ 下北山むらコトアカデミー
　　　　　　　　　説明会開催！】

　新緑が茂る５月上旬、茶摘みがピークを迎え、村内各地で多くの茶
摘み姿が見られました。
　一つ一つ丁寧に手摘みされた茶の葉は、「茶もみ」「乾燥」などを経
て美味しい番茶になります。
　特に下北山村のお茶は、昼夜の激しい寒暖差や大峯山脈からの風な
ど、自然の恵みをたっぷりと受けるため、甘みが強く香ばしい香りを
楽しむことができます。

茶 摘 み の シ ー ズ ン 到 来
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